
                                                         駅伝１ 

令和７年度 広島市中学校駅伝競走選手権大会 要項 

１ 主  催  広島市教育委員会・広島市中学校体育連盟 

２ 共  催  安芸郡・江田島市中学校体育連盟 

３ 主  管  広島市中学校体育連盟陸上競技専門委員会 

        安芸郡・江田島市中学校体育連盟陸上競技専門委員会 

４ 会  期  令和７年 １０月４日（土）  開会式８：４５～ 

５ 会  場  広島広域公園補助競技場を主会場としたランニングコース 

        〒731-3167（広島市安佐南区大塚西五丁目１－１） 

 

６ 区間距離  ◎女子の部  ５区間  １３．０Ｋｍ  スタート  ９：３０～  

                             １区（３．０Ｋｍ）  ２区（２．５Ｋｍ）  ３区（２．０Ｋｍ） 

                             ４区（２．５Ｋｍ）  ５区（３．０Ｋｍ）   

        ◎男子の部  ６区間  １７．５Ｋｍ  スタート １０：５０～  

                             １区（３．０Ｋｍ）  ２区（３．０Ｋｍ）  ３区（２．５Ｋｍ） 

                             ４区（３．０Ｋｍ）  ５区（３．０Ｋｍ）  ６区（３．０Ｋｍ） 

             ◎ロードレース（男女）～ 各校とも男女５名ずつまで出場を認める。  

                            （男女とも２ｋｍ）     女子・男子の順にスタート １２：４０～ 

                 ※ロードレースは正式種目ではなく、当日補員にまわり、今大会に出場できなかった中長距離
選手や駅伝に参加できない学校の選手の日々の練習の成果を確認する場として実施。 

 

７ 参加資格 （１）広島市に加盟する中学校の生徒で、学校長が参加を認めた者。 
（２）年齢は、平成２２年４月２日以降に生まれた者に限る。 
（３）前項以外の生徒が参加を希望する場合は、その年度の４月３０日までに広島市中

学校体育連盟に申し出ること。 
（４）参加資格の特例 

◎学校教育法第１３４条の各種学校在籍生徒 
学校教育法第１３４条の各種学校（１条校以外）に在籍し、広島市中学校体育
連盟の予選会に参加を認められた生徒であること。 
◎地域クラブ活動に所属する中学生 
 ①地域クラブ活動に所属し、広島市中学校体育連盟の予選会に参加を認められ
た生徒であること。 
②参加を希望する地域クラブ活動は以下の条件を具備すること。 

1) 広島市中学校選手権大会の参加を認める条件 
          ア 広島市中学校体育連盟の長年にわたる活動を理解し、それを尊重すること。 
          イ 生徒の年齢及び修業年限が我が国の中学校と一致している（中学校に在籍し

ている生徒であること）。 
ウ 広島市下の中学校及び学校教育法第１３４条（１条校以外）に在籍している
生徒であること。 

          エ 地域クラブ活動にあっては、日常継続的に代表者もしくは指導資格を有する
指導者の指導のもとに、適切に行われていること。 

          オ 『運動部活動及び新たな地域クラブ活動の在り方に関する総合的なガイドラ
イン』（令和４年１２月２７日スポーツ庁・文化庁発出）の「Ⅱ 新たな地
域クラブ活動」を遵守していること。 

          カ 当該競技を管轄する中央競技団体もしくは都道府県競技団体に登録されてい
ること。かつ同じ内容で広島県中学校体育連盟に認定されていること。 

          キ 各郡市または各地区における予選となる全ての大会において、競技役員や審
判など運営上必要な事項に協力すること。 

          ク 地域クラブ活動で広島市中学校選手権大会につながる大会に参加する場合、
在籍中学校での大会参加は認めない。その逆も同様とする。 

         ケ 冬季種目（駅伝、スキー、スケート）への出場を希望する者は、夏季種目と
は別に登録することができる。 

          コ 地域クラブ活動における５月２日以降の登録選手の追加は原則認めない。た
だし、一家転居を事由とする場合のみ１）クに係わらず選手の追加登録を認
める。 



駅伝２ 
2) 広島市中学校選手権大会に参加した場合に守るべき条件 
ア 出場する競技種目の大会申し合わせ事項等に従うとともに、大会の円滑な運
営に協力すること。 

          イ 広島市中学校選手権大会参加に際して、地域クラブ活動においては、責任あ
る代表者・指導者が生徒を引率すること。また、万一の 
事故発生に備え、傷害保険等に加入するなどして、万全の事故対策を立てて 
おくこと。 

ウ 広島市中学校選手権大会開催に要する経費については、必要に応じて、応分 
の負担をすること。 

          エ 団体競技における地域クラブ活動名での出場は１チームのみとする（複数の 
チームの参加はできない。） 

   
３) 参加を認めない場合 
ア 認定申請に際して、申請書類に虚偽の記載があった場合。 
イ 大会参加申込に際して、参加条件に虚偽の内容が判明した場合。 
※大会参加後に判明した場合は大会結果を取り消すこととする。 

４)専門委員会参加規程細則 
            中体連主催の大会に参加を希望する地域クラブ活動は，「令和７年度全国

中学校体育大会地域クラブ活動の参加資格の特例競技部細則」（陸上競
技）（駅伝）（令和６年１０月１１日公益財団法人日本中学校体育連盟発
出）の条件を満たしていること。                       

（５）引率・監督について 
ア 引率・監督は当該校（チーム）の校長・教員・部活動指導員※・地域クラブ

活動の代表（指導者）とする。（※部活動指導員とは学校教育法施行規則第
78条の 2に示されている者とする。） 

イ 学校運動部活動からの参加は、外部コーチを１校１チーム１名おくことがで
きる。外部コーチは、出場校の校長が認めた者とし、所定の「外部コーチ・
アドバイザー確認書（校長承認願）」を提出する。ただし、当該校以外の校
長・教職員（一貫校および同一敷地内の系列校を除く小・中・高・高等専門
学校を除く）は、外部コーチになれない。また、同 一人が複数校の外部コ
ーチにはなれない。 

ウ 学校運動部活動からの参加で、校長・教員・部活動指導員が引率できないと
校長が判断した場合、校長が適切であると承認した外部コーチに引率及び監
督の資格を認める。その際、「外部コーチ・アドバイザー確認書（校長承認
願）」に必要事項を記載すること。 

（６）大会に出場するチーム・選手の引率者・監督・部活動指導員・外部コーチ・トレ
ーナー等は、部活動の指導中における暴力・体罰・セクハラ等により，任命権者
又は学校設置者から懲戒処分を受けていない者であること、地域クラブ活動の指
導者においては、日本スポーツ協会公認指導者の処分等に該当していないもので
あることとしている。校長（代表者）はこの点を確認して、大会申込書を作成す
る。なお，外部の指導者は校長から暴力等に対する指導措置を受けていないこと
とする。 

（７）令和７年度日本陸上競技連盟並びに広島陸上競技協会登録選手であること。 
（８）広島市中学校体育連盟拠点校部活動参加規程に基づき、拠点校で活動している生 

徒は参加することができる。 
 

８ 参加制限 （１）男子の部・女子の部とも、各校１チーム以内の出場とする。 
          ただし、Ａチームの選手の平均タイムが条件に達していればＢチーム(２チーム 

目)の参加を認める。また、3チーム目の出場は認めない。 
男子の部：Ａチームの選手６名の３０００ｍの平均タイムが１０分台 
女子の部：Ａチームの選手５名の１５００ｍの平均タイムが５分台 
（記録は 3/22～9/12までのトラックの公認記録とする。） 

             （２）ロードレースは男女とも、それぞれ５名までエントリー可能。 
ただし、当日駅伝競走に出場しない選手で要項に記載されている期日までに選手 
登録を済ませている者に限る。 
 
 
 



駅伝３ 
９ 競技規定 （１）本大会は、２０２５年度日本陸上競技連盟駅伝競走基準及び監督会議申し合わせ 
          事項により行う。 

（２）選手は、必ずアスリートビブスを胸背部につけること。アスリートビブスについ 
          ては、監督会議の時に知らせる。 

（３）申込み後の選手変更は、オーダーの変更及び補員からの起用は認める。ただし、
最小限度にとどめる。 

（４）伴走は禁止。 
（５）選手は、道路左端１ｍ以内を走らなければならない。ただし、折り返しポイン 

                    トのあるコースは右側を走る。 
       （６）区間途中における棄権は、次の区間より別のタスキを使用し、最後尾の選手の 
                    通過後、１分遅れでスタートする。その際、チームの総合順位は出さないが、各 

区間記録は有効とする。 
             （７）競技運営上、繰り上げ出発をすることがある。 
       （８）タスキ、アスリートビブスは主催者で準備する。 
       （９）競技規定に違反した場合は、失格の原因になる。 
 
10 大会負担金（１）駅伝競走は市選手権のなかの１競技とし、市選手権ですでに負担金を納入してい 

る者はこの大会では納入しない。 
（２）補員も含め本大会に新規に出場する者は１人につき１００円納入する。 

合わせて該当選手分の大会負担金納入書（申込一覧表のコピーを裏面に貼付） 
を監督会議に持参する。 
 

11 表    彰   男子の部・女子の部とも第８位まで、各区間第３位までに賞状を授与。 
                 男女各第１位には優勝旗を授与。ロードレースの部は、男女とも１位に賞状を授与。 
 

12 申込規程     <事前に送付> 大会申込一覧表のデータ  
           ※年度当初、選手登録したファイルの中にあるデータを使用すること 

締め切り ９月１２日（金）  送付先 hiroshima.c.jhs.tf@gmail.com 
 

<監督会議に持参> 
         ①申込一覧表（紙媒体・公印をついたもの） 
       ※市選手権に出場していない選手で、市駅伝に新規で選手または補員に追加した場合 
         ②大会負担金 
         ③大会負担金納入書（申込一覧表のコピーを裏面に張り付ける。） 
 

<大会当日に持参> 
・ロードレース申込書  

13 監督会議 

  （１）期 日  令和７年９月１９日（金）１４：００～ 

 （２）場 所    ホットスタッフフィールド広島 競技運営室  

     〒731-3167広島市安佐南区大塚西五丁目１－１  

 （３）内 容   市選手権駅伝大会運営・規則及び注意事項等の確認 

          その他（新人大会のプログラム編成もあり） 

  ※競技者登録の追加がある場合は、会議直前の連絡では作業に支障がで 

   るので、９月９日（火）までに、五日市南中 髙川先生へ連絡する。 

                                                                            

14 参加上の （１）コース内への立ち入りを厳禁し、大会注意事項を遵守する。        
注意事項  （２）貴重品の管理・ゴミの処理についての指導を徹底する。 

（３）応援の生徒も、大会運営に支障をきたすことのないように十分に注意する。 
 

15 当日受付  ８：００～８：２０ 
         ★学校受付及び選手変更 
         全体打ち合わせ ８：２０ 補助競技場倉庫前 
 
16 開閉会式  開会式    ８：４５～   

閉会式   １３：３０～（予定）       
                 監督会議    １４：３０～（予定） ホットスタッフフィールド広島 会議室２ 

mailto:hiroshima.c.jhs.tf@gmail.com


駅伝４ 
17 そ の 他  （１）開会式へは、女子の１区・２区の選手は参加しなくてよい。 

（２）試走日は設定しませんが、広域公園に迷惑のかからないようにする。 
（３）男子の部・女子の部ともに、大会当日の成績により上位８校が中国中学校駅伝 
    競走大会の広島市代表チームとなる。ただし、Ａ、Ｂの２チームが入賞した場

           合は、その学校で、１チームのみが中国駅伝への参加対象となり、下位チーム
           が繰り上がり、中国駅伝へ出場することができる。 

（４）個人情報のうち、大会運営上必要である選手名、学年、所属、（競技の特性上 
必要なもの）について公開します。また、報道機関に記録の提供を求められた 
際には記録の提供をします。参加校にあっては、その旨を承諾のうえ参加申込 
みを行うこと。 

        （５）自動販売機の利用を禁止する。飲料水は、各自が事前に準備し持ってくる。 
        （６）携帯電話等を持ち込まないこと。 
        （７）今大会は安芸郡・江田島市と合同で行うが、記録・順位等は別とする。 
 

18  コース図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


